
令和６年 ４月 12日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

はーぶそると袋詰め

・賞味期限印字

・ラベル貼

・計量

＜目的＞

利用者の資質の向上。

＜成果＞

責任感、協調性、積極性を常に意識する事が、

身に付きました。

農産物の第6次産業化が課題であった中、農福連携事業によって、その切り口で展開している。

一次産業として、作業時間や人材など限られた資源では、まかなえないところ、

その豊富な作業工程の割り当てをA型事業所との連携で、見出させた事で成功している。

一方で、A型事業所の特性として、営利性を求めるところに、責任が生じ、それを果たすことで、信用信頼が獲得できていることも成功の要因である。

そのことは、就労事業所にとって地域社会との接点だけでなく、先方から福祉へのご理解や関心を得られる機会ともなっている。

  単純な作業なので、自分のペースで作業を進めることが出来ました。ゲーム感覚でこなし、楽しく取り組めてます。

  コミュニケーションが苦手な私は気楽に働けてます。

  黙々と作業をする環境で、作業中は、周りの人と必要以上に関わることがなかったため、人間関係のトラブルがなく、精神的に楽に過ごす事が出来ています。

連携先企業（担当者） ガーデンアンダンテ農園（中道良瑞）

利用者からの意見・評価

  商品が、どうやって作られているかを見ることが出来て、日々楽しく作業を行っています。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 フェイス・トゥー・フェイス 事業所番号 2211310095

住 所 静岡県駿東郡⾧泉町下⾧窪1043-4 クレーングレース103 管理者名 星野和子

電話番号 055-960-7511 対象年度 令和５年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

様式２


